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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論文では、１）原子間力顕微鏡を用いた単分子接着力測定によって、芳香環上の水
酸基の数および位置と分子接着力の関係を明らかにする。２）天然物である没食子酸を
用いた接着剤を開発し、その接着能力を評価する。その際、Poly(DHHCA-co-3HPPA)
の抱える審美性や融点の課題を改善することを目的としている。 具体的には、接着性
官能基であるカテコール基に類似した種々のヒドロキシ安息香酸の単分子接着力を、原
子間力顕微鏡を用いて測定し、芳香環上の水酸基の数・位置と単分子接着力との関係を
明らかにしている。さらにその結果をもとに、新たなバイオマス接着剤を開発し、その
接着性能を評価している。 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 まず本研究の背景となる概念の解説、学問的ニーズならびに社会的ニーズ、および最
近の研究動向について精査した結果について述べている。第２章で、予備的知見として
原子間力顕微鏡によるミクロスケールな分子接着力測定がマクロスケールな接着剤開
発のエビデンスとして有効であることを見出している。ついで、第３章では、原子間力
顕微鏡による単分子接着力測定により芳香環上の水酸基の数・位置が分子接着力に与え
る影響を調べている。 その結果、接着頻度については、オルト > パラ > メタ の順
に高く、一番水酸基の位置の遠いパラ位のサンプルよりもメタ位のサンプルのほうの接
着頻度が低いという結果が得られている。第４章では、カテコール基と同等の接着能力
を持つことが明らかとなった没食子酸と、同じく天然物であるグリコール酸の共重合体
(poly(GA-co-GLA))を合成し、接着剤を開発している。また、poly(GA-co-GLA)の接着
力には、グラファイトを被着材とする接着力測定の結果、約 10MPaの接着力を持つこ
とが明らかとなった。これは実際の用途に十分通用する接着力をもつといえる。本研究
で設定した目的はいずれも達成されているが、不十分な点や課題も多く見出されている。
今後、より強力で人体に適用可能なバイオマス接着剤開発のためには、これらの解決が
必要であることも明らかとなった。 
以上により、論文審査及び最後試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
